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Ａ.２０１８年３月期第２四半期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結） （単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

2018/3期
２Ｑ累計実績

①

2017/3期
２Ｑ累計実績

②

増減額

（前年比）

③＝①－②

増減率
（前年比）

④=③÷②×100

２Ｑ累計予想
（7月31日発表）

⑤

差額
⑥＝①－⑤

進捗率
⑦＝①÷⑤

×100

売上高 ９，５６１ ９，０９２ ４６８ ５．２ ９，６１０ △４８ ９９．５

営業利益 ３２２ ２４４ ７７ ３１．８ ３１０ １２ １０４．０

経常利益 ３４４ ２８１ ６３ ２２．４ ３３０ １４ １０４．５

親会社株主に

帰属する

四半期純利益

２１５ １８２ ３２ １７．９ ２００ １５ １０７．９

2）第２四半期累計 連結経営指標 （ ）は前年同期実績

・売上高営業利益率 ３．４％（２．７％） ・売上高経常利益率 ３．６％（３．１％）

【ご参考】 （ ）は前年度実績

・ＲＯＡ ２．８％（２．４％） ・ＲＯＥ ７．８％（６．９％）
※  当期純利益は通期予想、自己資本および総資産は、前連結会計年度末と当連結会計期間末の平均値を使用し、

算出しております。

※ 2018/3月期より、当社および一部の国内連結子会社において、有形固定資産の減価償却方法を定率法から定額法に変更、
および一部の車両運搬具の耐用年数の変更を実施しております。
⇒ 第２四半期累計で、営業利益および経常利益が、33億円増加しております。
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Ｂ.直近５年間の売上高、営業利益の推移

Ⅰ. 経営状況
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Ⅰ. 経営状況

Ｃ.直近５年間の経常利益と親会社株主に帰属する四半期純利益の推移
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2018/3期

第２四半期末
2017/3期末 増減額

総資産 １５，３５２ １５，２１８ １３４

自己資本 ５，５９５ ５，３６３ ２３１

自己資本比率 ３６．４ ３５．２ －

（単位：億円、％）

Ⅰ. 経営状況

Ｄ.財政状態

2018/3期

第２四半期累計期間

2017/3期

第２四半期累計期間

増減額

（前年比）

営業活動によるキャッシュ・フロー（Ａ） ４５９ ４５９ △０

投資活動によるキャッシュ・フロー （Ｂ） △６５７ △３３５ △３２２

フリー・キャッシュ・フロー（Ａ＋Ｂ） △１９８ １２４ △３２２

財務活動によるキャッシュ・フロー △２１３ ５０１ △７１５

現金及び現金同等物の四半期末残高 １，２１８ ２，０１４ △７９５

Ｅ.キャッシュ・フローの実績

（単位：億円）

（ご参考）
2018/3期

第２四半期累計期間
2017/3期

増減額

（前年度末比）

現金及び現金同等物の四半期末残高／期末残高 １，２１８ １，６３３ △４１５
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Ⅰ. 経営状況

1）日本

実績 前年同期対比 業績予想（7月３１日発表）対比

18/3期 17/3期 増減額 増減率 上期予想 達成率 差額

２
Ｑ
累
計

売上高 ５，８４２ ５，６６２ １７９ ３．２ ５，８３１ １００．２ １１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２００ １６４ ３６ ２１．８ ２０１ ９９．９ △０

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２，９３９ ２，８６６ ７２ ２．５ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ９９ ８４ １４ １７．４ ３．４ （３．０）

概況

・鉄道輸送、トラック輸送の取扱いが堅調に推移

・海運は、機械関連部品や自動車の設備輸送の輸出、アパレル関係の輸入が堅調に推移

・航空は、自動車関連部品、北・中米向けの機械部品、アジア向けの電子部品等、輸出貨物重量が伸長

・有形固定資産の減価償却方法の変更により、利益が１４．７億円増加

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

（単位：億円、％）2）米州
実績 前年同期対比 業績予想（7月３１日発表）対比

18/3期 17/3期 増減額 増減率 上期予想 達成率 差額

２
Ｑ
累
計

売上高 ４４８ ４１９ ２９ ７．０ ４７０ ９５．４ △２１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２７ ２４ ２ １１．４ ２５ １０８．３ ２

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２２７ ２０９ １８ ８．７ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １９ １７ ２ １５．４ ８．６ （８．１）

概況

・現地通貨ベースにおいても、増収増益

・航空の輸出入が好調に推移

・倉庫配送業務が堅調に推移
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Ⅰ. 経営状況

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（7月３１日発表）対比

18/3期 17/3期 増減額 増減率 上期予想 達成率 差額

２
Ｑ
累
計

売上高 ４３８ ３９１ ４７ １２．０ ４４３ ９８．９ △４

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １７ ８ ８ １０２．０ １７ １０１．７ ０

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２２３ １９８ ２５ １２．８ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ９ ４ ４ ９２．８ ４．１ （２．４）

概況

・現地通貨ベースにおいても、増収増益

・航空輸出が回復し、オランダにおける倉庫配送業務の取扱い伸長

・イタリアは、アパレル関連の海運輸出が増加し、ドイツを中心に、自動車関連や機械部品の荷動きが好調に推移

・フランス、スペインにおける非日系顧客の取扱い拡大

3）欧州

4）東アジア
実績 前年同期対比 業績予想（7月３１日発表）対比

18/3期 17/3期 増減額 増減率 上期予想 達成率 差額

２
Ｑ
累
計

売上高 ５４７ ４７６ ７１ １５．０ ５４１ １０１．３ ６

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ７ ５ １ ２８．７ ８ ９６．１ △０

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２７９ ２３５ ４３ １８．６ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ３ ５ △２ △３５．７ １．３ （２．４）

概況

・現地通貨ベースにおいても、増収減益

・倉庫配送業務とトラック輸送が、堅調に推移

・航空輸出の荷動きが回復したが、中国におけるチャーター便規制に伴う航空利用費の高騰により、減益

（単位：億円、％）



Copyright © 2017 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１８年３月期第２四半期決算説明会資料 7

Ⅰ. 経営状況

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

（単位：億円、％）

実績 前年同期対比 業績予想（7月３１日発表）対比

18/3期 17/3期 増減額 増減率 上期予想 達成率 差額

２
Ｑ
累
計

売上高 ３９５ ３４１ ５３ １５．８ ３９６ ９９．８ △０

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １６ １１ ５ ４６．１ １５ １０８．９ １

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２０１ １７６ ２４ １３．８ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ８ ６ ２ ３４．３ ４．２ （３．６）

概況

・現地通貨ベースにおいても、増収増益

・地域全体で、倉庫配送業務の取扱いが堅調に推移

・非日系顧客の医薬品や電子部品関連の航空輸出が好調に推移

5）南アジア・オセアニア

実績 前年同期対比 業績予想（7月３１日発表）対比

18/3期 17/3期 増減額 増減率 上期予想 達成率 差額

２
Ｑ
累
計

売上高 ２８６ ２７４ １２ ４．６ ２８７ １００．０ △０

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ８ ４ ４ ９６．５ ８ １０９．９ ０

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １４３ １３６ ６ ４．７ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ３ ０ ３ ６９４．０ ２．５ （０．３）

概況
・キャッシュ・ロジスティクス・プラットフォームの拡販による、地方金融機関からのアウトソーシング推進

・有形固定資産の減価償却方法の変更により、利益が１．８億円増加

6）警備輸送
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Ⅰ. 経営状況

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

（単位：億円、％）

7）重量品建設
実績 前年同期対比 業績予想（7月３１日発表）対比

18/3期 17/3期 増減額 増減率 上期予想 達成率 差額

２
Ｑ
累
計

売上高 ２４８ ２２２ ２６ １１．７ ２４１ １０３．２ ７

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２３ １７ ５ ３２．２ ２１ １１１．７ ２

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １２５ １１６ ８ ７．７ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １３ １０ ３ ３０．１ １０．９ （９．１）

概況
・国内において、シャットダウン・メンテナンス業務と重電関連工事などが堅調に推移

・有形固定資産の減価償却方法の変更により、利益が８千万円増加

8）物流サポート
実績 前年同期対比 業績予想（7月３１日発表）対比

18/3期 17/3期 増減額 増減率 上期予想 達成率 差額

２
Ｑ
累
計

売上高 ２，０４２ １，９２０ １２２ ６．４ ２，０５６ ９９．４ △１３

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５３ ３３ １９ ５８．１ ５２ １０２．４ １

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １，０３５ ９７９ ５５ ５．７ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２８ ２０ ７ ３７．９ ２．７ （２．１）

概況

・石油類の販売単価の上昇により、売上高が増加

・輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業が堅調に推移

・軽油引取税交付金の経理処理変更により２．１億円、利益が増加

・有形固定資産の減価償却方法の変更により１．１億円、利益が増加

（日通商事、日通総合研究所、日通キャピタル、日通不動産他）
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増減要素

変動要素
連結業績への影響

（第２四半期累計）
参考

燃油費単価変動
による影響

燃油費

＋１０．９億円

（費用増）
※２Ｑ単四半期

＋４．４億円

（費用増）

（前年同期）

軽油 ： ８６．１２円／ℓ（ ７５．７９円）

ガソリン：１２０．１８円／ℓ（１１０．２３円）

船舶重油： ４１．２４円／ℓ（ ３２．７０円）

為替による影響

売上高

△１６．１億円

営業利益

△０．１億円
※２Ｑ単四半期

売上高 ＋９．５億円

営業利益 ＋０．３億円

第２四半期累計期間平均為替レート

（前年同期）

ＵＳＤ ： １１２．３７円 （１１１．８１円）

ＥＵＲ ： １２１．６４円 （１２４．６３円）

ＨＫＤ ： １４．４６円 （ １４．４０円）

ＲＭＢ ： １６．３９円 （ １７．０７円）

Ⅱ. 外部環境の変化

「第２四半期累計期間平均為替レート」は、参考値。
決算では、四半期平均レートを各現地通貨ベースの四半期実績に適用。
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Ａ.連結業績予想（修正後）

Ⅲ. ２０１８年３月期の業績予想

（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

2018/3期

上期実績
2018/3期

下期予想

前年同期対比

通期予想
（17/10/31発表）

通期予想
（17/7/31発表）

増減額 増減率
2017/3期

下期実績
増減額 増減率

売上高 ９，５６１ ９，８３８ ９，５５０ ２８８ ３．０ １９，４００ １９，４００ ー ー

営業利益 ３２２ ３６７ ３２９ ３７ １１．５ ６９０ ６７０ ２０ ３．０

経常利益 ３４４ ３７５ ３５６ １８ ５．３ ７２０ ７００ ２０ ２．９

親会社株主に

帰属する

四半期純利益

２１５ ２１４ １８１ ３２ １８．０ ４３０ ４２０ １０ ２．４
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1）日本
（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況（修正後）

（単位：億円、％）
2）米州

2018/3期
上期実績

2018/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（17/10/31発表）
通期予想

（17/7/31発表）
増減額 増減率2017/3期

下期実績
増減額 増減率

売上高 ４４８ ４８１ ４１９ ６２ １４．９ ９３０ ９４６ △１６ △１．７

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２７ ２３ ２３ ０ ２．１ ５１ ５１ ー ー

概況 ・自動車関連や医薬品等の航空輸出が、好調を維持する一方、各種費用が増加する見込み

2018/3期
上期実績

2018/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（17/10/31発表）
通期予想

（17/7/31発表）
増減額 増減率2017/3期

下期実績
増減額 増減率

売上高 ５，８４２ ５，９７９ ５，８９４ ８５ １．４ １１，８２２ １１，８１４ ８ ０．１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２００ ２５０ ２２１ ２８ １２．８ ４５１ ４５４ △３ △０．７

概況

・各扱いにおいて、荷動きが継続する一方、利用運送費や外注費が上昇する見込み

・ワンストップ営業、アカウントマネジメントの強化によるグローバル顧客の拡大と、

オペレーションの更なる効率化に注力

Ⅲ. ２０１８年３月期の業績予想
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3）欧州
（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況（修正後）

（単位：億円、％）
4）東アジア

2018/3期
上期実績

2018/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（17/10/31発表）
通期予想

（17/7/31発表）
増減額 増減率2017/3期

下期実績
増減額 増減率

売上高 ５４７ ５８１ ５４０ ４０ ７．４ １，１２９ １，０８４ ４５ ４．２

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ７ ９ ５ ４ ７９．１ １７ １９ △２ △１０．５

概況
・自動車関連、電子機器関連の取扱いが、堅調に推移する見込み

・航空利用費の高止まりは、年内は継続する予定

2018/3期
上期実績

2018/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（17/10/31発表）
通期予想

（17/7/31発表）
増減額 増減率2017/3期

下期実績
増減額 増減率

売上高 ４３８ ４８７ ４０１ ８６ ２１．４ ９２６ ８８５ ４１ ４．６

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １７ １９ １１ ７ ６７．８ ３７ ３５ ２ ５．７

概況 ・非日系顧客の取引拡大と、アパレルや自動車関連の取扱いが、堅調に推移する見込み

Ⅲ. ２０１８年３月期の業績予想
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5）南アジア・オセアニア
（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況（修正後）

（単位：億円、％）
6）警備輸送

2018/3期
上期実績

2018/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（17/10/31発表）
通期予想

（17/7/31発表）
増減額 増減率2017/3期

下期実績
増減額 増減率

売上高 ２８６ ２８６ ２７３ １２ ４．６ ５７３ ５６８ ５ ０．９

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ８ ９ ５ ４ ７８．０ １８ １６ ２ １２．５

概況 ・金融機関からのアウトソーシングの獲得を推進

2018/3期
上期実績

2018/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（17/10/31発表）
通期予想

（17/7/31発表）
増減額 増減率2017/3期

下期実績
増減額 増減率

売上高 ３９５ ４５９ ３６２ ９７ ２６．９ ８５５ ８０５ ５０ ６．２

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １６ １９ １３ ５ ４３．７ ３６ ３１ ５ １６．１

概況 ・電気製品、電子部品などの輸出が堅調に推移し、非日系顧客の取扱いが拡大する見込み

Ⅲ. ２０１８年３月期の業績予想
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7）重量品建設 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況（修正後）

（単位：億円、％）
8）物流サポート

2018/3期
上期実績

2018/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（17/10/31発表）
通期予想

（17/7/31発表）
増減額 増減率2017/3期

下期実績
増減額 増減率

売上高 ２，０４２ ２，１６０ ２，１１９ ４０ １．９ ４，２０３ ４，２６３ △６０ △１．４

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５３ ５７ ６６ △８ △１３．１ １１１ １０６ ５ ４．７

概況 ・輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業が、堅調に推移する見込み

2018/3期
上期実績

2018/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（17/10/31発表）
通期予想

（17/7/31発表）
増減額 増減率2017/3期

下期実績
増減額 増減率

売上高 ２４８ ２０９ ２４７ △３７ △１５．４ ４５８ ４６１ △３ △０．７

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２３ １７ ２１ △３ △１６．８ ４１ ３６ ５ １３．９

概況
・シャットダウン・メンテナンス業務が、上期で一段落

・重電関係工事の獲得に注力

（日通商事、日通総合研究所、日通キャピタル、日通不動産他）

Ⅲ. ２０１８年３月期の業績予想
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Ｃ.外部要因の前提

Ⅲ. ２０１８年３月期の業績予想

変動要素
連結業績への影響

（下期）
前提条件

燃油費単価変動
による影響

燃油費 ＋１．５億円

（費用増）

（前期年間平均）

軽油 ： ８６．０６円／ℓ（ ７９．８７円）

ガソリン：１１９．９４円／ℓ（１１３．７９円）

船舶重油： ４０．０９円／ℓ（ ３６．１０円）

・使用量は、前年と同量と想定。

為替による影響

売上高
＋１３１．３億円

営業利益
＋５．０億円

年間為替レート

（前期年間平均）

ＵＳＤ ： １１２．１０円 （１０８．８４円）

ＥＵＲ ： １２６．５０円 （１２０．３３円）

ＨＫＤ ： １４．３０円 （ １４．０２円）

ＲＭＢ ： １６．５０円 （ １６．３７円）

「年間為替レート」は、参考値。
決算では、四半期平均レートを各現地通貨ベースの四半期実績に適用。
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Ａ．日通グループ経営計画 ２０１８ －新・世界日通。－

Ⅳ. 経営計画の進捗状況
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重点戦略 項目 進捗状況

エ
リ
ア
戦
略

日本

「成長性」と「収益性」

の両立

東京・名古屋・大阪を始めとする

大都市圏におけるグローバル企業との

取引拡大

・「オートモーティブ事業支店」設置

国内事業の強化と新規事業軸の構築

・「ネットワーク商品事業本部」設置

・「NEX－NET：Sea＆Rail 東京ランドブリッジWB」販売開始

・「Narita Temperature Controlled HUB」新設

（＝大型冷凍・冷蔵施設）

・「TempSure Thermo ULD」に新温度帯（２℃～８℃）の

サービス新設 （→医療・医薬品輸送に対応可能）

海外

日通グループの

成長を牽引

米州、欧州、東アジアでの収益性向上
・アフリカで初となる営業拠点「ケニア支店」開設
・米墨間物流の重要エリアであるテキサス州ラレド拠点を
移転・拡充（新施設名称：「ラレドロジスティクスセンター」）

南アジア・オセアニアにおける成長

・ミャンマーに「ティラワ・ロジスティクス・センター」開設
・インドネシアに「バリクパパン営業所」開設
・ミャンマーに「ミャワディ事務所」開設
・インドネシアでの「食品関連」「電機・電子関連」の
保税物流センターのライセンス取得

機
能
戦
略

営業力の徹底強化
非日系企業への営業拡大 ・「グローバル・ロジスティクス・イノベーションセンター」開設

アカウントマネジメントの強化 ・「オートモーティブ事業支店」設置

コア事業強化と

高度化

イントラアジア圏におけるネットワーク拡充 ・「南アジア・オセアニア日本通運メコン開発センター」開設

アジア発着トラフィックの取扱い拡大 ・カザフスタン鉄道との業務提携

Ｂ．日通グループ経営計画２０１８ －新・世界日通。－ 重点戦略の進捗状況

Ⅳ.経営計画の進捗状況
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却等を勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の正確性を保証する
ものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。
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